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台風接近のこの季節、屋根は大丈夫ですか？
台風が来る前に早めの点検をおすすめします。

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
、

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
は
「
防
災

週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
関
東
大
震
災
が
発
生

し
た
大
正
12
年
９
月
１
日
に
ち
な

ん
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

暦
の
上
で
は
「
二
百
十
日
」（
立
春

か
ら
起
算
し
て
２
１
０
日
目
）
に

当
た
り
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
に
は
、「
自
助
・
共
助
・
公

助
」
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

自
助…

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り

組
む
こ
と

共
助…
地
域
や
身
近
な
人
同
士
が

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

公
助…

行
政
（
国
や
地
方
公
共
団

体
）
が
取
り
組
む
こ
と

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
道
路
寸

断
や
救
出
要
請
の
殺
到
な
ど
で
、

消
防
や
救
助
隊
は
す
ぐ
に
現
場
に

駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

行
政
に
よ
る
支
援
（「
公
助
」）
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
共
助
」
の
精
神
で
、

お
互
い
に
助
け
合
い
連
携
協
力
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
無
事
で
な
け

れ
ば
地
域
や
身
近
な
人
同
士
で
助

け
合
う
「
共
助
」
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
が
無
事
で
い

る
こ
と
を
一
番
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

「
防
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の
日
」
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防
災
週
間
」
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３つの連携が円滑なほど、
災害の被害は軽減できます。

自助

共助 公助

※２、３ページに関する問い合わせは総務課消防防災班☎73－0084まで

　

災
害
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
冷
静
に
行
動
で

き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
９
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28
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
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こ
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を
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し
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。
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災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
非
常
持
ち
出
し
品
の
チ
ェ
ッ
ク

　

と
っ
さ
に
持
っ
て
逃
げ
る
物
を

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
本
ペ
ー
ジ
下
の
「
非

常
持
ち
出
し
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
参
考
に
準
備
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

◆
家
族
と
話
し
合
う

　

家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の
方
法

や
集
合
場
所
を
話
し
合
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◆
職
場
に
も
準
備
を

　

職
場
に
も
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中

電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水
な
ど
を
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
経
路
を
確
認

　

徒
歩
な
ど
に
よ
る
帰
宅
・
避
難

経
路
の
状
況
を
確
認
し
、
災
害
時

で
も
安
全
に
通
行
で
き
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
》

　

千
葉
県
を
含

む
首
都
圏
で
は
、

コ
ン
ビ
ニ
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
と
「
帰

宅
支
援
協
定
」

を
締
結
し
て
い
て
、
こ
の
協
定
に

賛
同
し
た
店
舗
を
「
災
害
時
帰
宅

支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま

す
。
店
舗
に
は
、
見
や
す
い
位
置

に
ス
テ
ッ
カ
ー
（
＝
写
真
）
を
張

り
出
し
て
い
て
、
災
害
時
に
は
、

水
道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通
情
報
な

ど
を
可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て
も

ら
え
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

に
は
、
停
電
時
に
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
乾
電
池
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
電
池
は
定
期
的
に
確
認
し
、

古
く
な
っ
た
乾
電
池
（
１
年
以
上

経
過
し
た
も
の
）
は
、
早
め
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
池
交
換
の
サ
イ
ン
が

出
た
ら
新

し
い
電
池

と
交
換
し
、

一
度
電
源

ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
直

し
て
く
だ

さ
い
。

電
池
交
換
の
サ
イ
ン…

①
電
源
ラ

ン
プ
が
赤
と
緑
の
交
互
点
滅
を
し

て
い
る
。
②
放
送
終
了
後
に
ア

ラ
ー
ム
音
が
出
る
。
使
用
電
池…

単
一
、
単
二
も
し
く
は
単
三
型
の

い
ず
れ
か
同
一
種
類
を
２
本
。

《
録
音
機
能
の
活
用
》

　

戸
別
受
信
機
は
チ
ャ
イ
ム
を
除

く
直
近
10
回
分
の
放
送
を
自
動
的

に
録
音
し
て
い
ま
す
。
再
生
ボ
タ

ン
を
押
す
こ
と
で
、
再
度
放
送
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

防
災
無
線
戸
別
受
信
機

電
池
確
認
を
忘
れ
ず
に
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本体正面のふたを開けた状態

特集　防災意識を高めよう

　市内14会場において、自主防災組織を中心
とした消火訓練などの各種訓練を実施します。
　いざというときの避難場所はどこか、また、
非常用持ち出し品はそろっているかなど、家
族で今一度確認し、訓練に参加しましょう。
　今年度は、陸上自衛隊第一空挺団が野栄中
学校に出動し、炊き出し訓練や車両展示など
を行います。
◆時間
午前７時から
※中止の場合は６時に防災行政無線でお知ら
せします。
◆会場（全14会場）
①八日市場第二中②野栄中③八日市場小④豊
栄小⑤須賀小⑥匝瑳小⑦豊和小⑧吉田小⑨平
和小⑩椿海小⑪共興小⑫栄小⑬飯高コミュニ
ティーセンター⑭生涯学習センター

　大規模災害時には、交通システムがまひし、帰宅
が困難になることが予想されます。しかし、多くの
人が一斉に徒歩で移動を始めると、火災や沿道建物
からの落下物などで負傷する危険があるだけでなく、
優先されるべき救助・救急活動の妨げとなります。
　このため、災害発生時には、むやみに移動を開始
しないことが重要です。

①まずは自分の身の安全を確保しましょう。
②職場や集客施設、避難所などの安全な場所にとど
まるようにしましょう。
③災害用伝言サービスなどを活用し、家族の安否や
自宅の無事を確認しましょう。
④ラジオやテレビなどで最新の交通情報や被害情報
などを入手しましょう。

初
期
消
火
訓
練
の
様
子
（
昨
年
）

市総合防災訓練
９ 月 28 日 （日）

もしも起きて
　しまったら… むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を

災
害
発
生
時

の
心
得

□現金　□水・食料（目安は３日分）　□救急用品（包帯、消毒薬、解熱剤など） 
□携帯ラジオ　□懐中電灯　□軍手　□マッチ・ライター　□生理用品など
※乳幼児がいる家庭は粉ミルク・離乳食や紙おむつなどを、薬を常用している
人やアレルギー体質の人は処方せんのコピーなどを用意しましょう。

《非常持ち出し品チェックリスト》

税と保険料

週末は
何かがある！
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